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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究の目的は、機械的な非線形マイクロ・ナノ共振子を用いて、ノイズを与えた際に起きる振動の

共鳴現象を利用して、高度の信号処理の能力を有し、しかも生物の感覚器官に似たセンサを開発し、こ

れをロボットに高度な感覚器として応用すること、更にはインプランタブルセンサに向けた研究を展開

することである。これまで概ね目的に沿ったセンサの開発ができているので、後半の応用ならびに展開

を達成してほしい。 

検証結果    本研究は当初計画では非線形マイクロ・ナノ共振子での確率共鳴現象を利用した高性能

線センサを開発しロボットの感覚器への応用やインプランタブルセンサへの展開を目指

すことを目的としていた。センサ開発では当初の目標を超えるノイズ低減、磁気共鳴セン

サ、作製装置開発、熱ノイズでの確率共鳴現象の確認などが達成されている。ところが、

平成 23 年 3 月の東日本大震災の影響のためか、平成 23 年 4 月の進捗状況報告書では、以

後の研究計画での応用面の比重が落ちており、最終的な結果として応用の可能性を示すに

留まっているが、大震災の特殊状況を考えると、期待どおりの成果があったものと判断で

きる。 
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